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義歯の装着と暁合力および噛める食品との関係
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Abstract:Itisimportanttoknowthatdentureswillfunctionproperlyinpatient.sdailylife.Generally,a

convenientmethodtoknowchewingperformanceistomeasurebitingforcethatcanbeachieved.However,the

relationshipbetweenbitingforceandthefunctionofdentureshasnotyetbeenestablished.Thepurposeofthis

studywastoinvestigatetherelationshipbetweenbitingforceandchewingabilityinremovabledenturewearers.

Bitingforcewasinvestigatedin321subjects(76y)withandwithoutremovabledenturesinthefirstmolar.Kinds

offoodsthatcanbemasticatedinthesesubjectswerealsoinvestigatedbymeansofquestionnaires.

Thefindingsoftheresearcharesummarizedbelow:1.Subjectswithdenturesintheupperand/orlowerjaw

wasfoundtohaveabitingforceof1/20fthatofsubjectswithnaturaltetethintheupperandlowerlaws.;2.

Subjectswithdenturesintheupperand/orlowerjawcouldchewfewerkindsoffoodthansubjectswithnatural

teethintheupperandlowerjaws∴3.Subjectswithdenturesintheupperand/orlowerjawcouldchewsofter

foodssuchasrice.SubjectswithdenturesinboththeupperandlowerjawwerefoundtohavedifFICultyin

chewingharderfoods.Inconclusion,itisimportanttoretainthebitingabilityofnaturalteethtoenjoythe

bene丘tsofavarieddiet.

抄録 :日常生活において,装着された補綴物が実際に十分に機能しているかどうか評価することは,治療成横の向上

のために重要であるO口腔機能のなかで特に唆合機能を評価する簡便な方法として,暁合力の測定が挙げられるが,

可撤性義歯装着者における暁合力の実態と実際に発揮される機能との関連性についてはあまり知られていない｡そこ

で本研究では,可撤性義歯の装着によって発揮される暖合力と,実際に噛める食品との関連性を明らかにすることを

目的とした｡

被検者は76歳321名,評価対象部位は第一大臼歯とした｡

暖合力については,両顎天然歯を保っている被検者に比べると,義歯を使用する被検者では半分以下の有意に低い

値を示した｡しかし片顎義歯と両顎義歯の間には,有意な差はなかった

噛める食品数においては,両顎天然歯は高い値を示したが,義歯を有する場合は低い値を示した｡片顎義歯と両顎
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義歯の間には,有意な差はなかった｡食品別の噛める割合を調べた結果,柔らかい食品は天然歯と義歯使用の被検著

聞に差はなかったが,筋ぼった食物,擦り切るような阻噂運動を必要とする食物では,噛める割合は義歯の有無に影

響を受けており,両顎天然歯で最も高く,義歯を有する場合では片顎に天然歯があった方が有利に働くことを示した｡

義歯装着によりADL･QOLの向上は明らかであるが,さらに天然歯同士の瞭合支持を保つことが,充実した食生

活を送る上で重要であると考えられる｡

I.緒 看

日常生活において,装着された補綴物が実際に十分に

機能しているかどうか評価することは,補綴治療に際し

ての診断や治療術式の改善に欠かせない事項であり,治

療成績の向上のためにも重要である｡

口腔機能のなかで,特に岐合機能を評価する方法とし

て阻噂機能評価法 1)がある｡ 阻噛機能の評価法には,比

色法,節分法,vF法など種々の方法があるが,日常臨

床で簡便に適用可能なものとして,咲合力の測定が挙げ

られる｡ すなわち,瞭合力が発揮されることが,阻噂機

能の遂行には不可欠であるからである｡

瞭合力については多岐に渡って多くの研究が行われて

いる2,3)が実験的なものが多く,可撤性義歯装着者にお

ける岐合力の実態と実際に発揮される機能との関連性に

ついてはあまり知られていない｡そこで本研究では,多

数の被験者を対象として,可撤性義歯の装着によって発

揮される咲合力と,実際に噛める食品との関連性を明ら

かにすることを目的とした｡

Ⅲ.研 究 方 法

1.被検者

平成15年度厚生科学研究 ｢口腔保健と全身的な健康状

態の関係について｣4)に参加した新潟市在住76歳410名の

うち,天然歯または義歯の第一大臼歯部で瞭合力を測定

できた男性169名,女性152名,計321名を対象とした｡

また対照群として,新潟大学歯学部の20歳代学生,男

性10名,女性10名を対象とした｡

2.診査 ･測定項目

1)校合構成

口腔内診査により,左右側第1大臼歯部での可撤性義

歯の有無,すなわち,第一大臼歯が歯根を有する天然歯

であるか,可撤性装着義歯であるかを診査した｡ブリッ

ジのポンティックは歯根膜支持であることから天然歯と

してカウントした｡

さらにこの結果から,左右側各々の上下顎第一大臼歯

部における岐み合わせ状態を『岐合構成』として定義し,

次の様に分類した｡すなわち,上下顎第一大臼歯が天然

歯である瞭合構成を ｢両顎天然歯｣,片顎が義歯,片顎

が天然歯である岐合構成を ｢片顎義歯 ･片顎天然歯｣,

上下とも義歯である校合構成を｢両顎義歯｣と定義して,

被検者の第一大臼歯の瞭合構成を診査した｡

2)咲合力

個歯暖合力計 ｢オクルーザルフォースメーター (長野

計器)｣を用いて,左右側第 1大臼歯部における暁合力

を1回計測した (図1)｡

(A) (B)

図 1 オクルーザルフォースメーター (長野計器)

(A) :本体

(B) :測定風景

3)習慣性阻噂側

被検者が日常的に食物を噛む際に,主に左右側のどち

らを使用しているか,習慣性岨噛側について,聞き取り

調査を行った｡分からない,どちらでもない,と回答さ

れた場合には,習慣性阻噴側 ｢なし｣に分類した｡

4)岨噂できる食品

山本式総義歯岨噛能力判定表 5)から,よく摂取される

と考えられる食品15品目 (表 1)を基にアンケー トを

行った｡アンケー トは,｢次の食品について噛むことが

できますか｡｣という質問に対して,噛むことができる

ものに自分で○をつける方式で行った｡

表1 食品アンケートで提示した食品

山本式総義歯性能判定表における分類

3 4 5 6

食品 ごはん こんにゃく らっきょうビフテキフランスパン酢だこ貝柱の干物するめ たくあん

まぐろの刺身 ちくわ ピーナッツ
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3.統計学的検定

多群間の有意差の検定にKruskaLWallis検定を用い,

各群間の比較にはScheffe法を用いたO有意水準はa-

0.01としたo

Ⅲ.結 果

前項に記した各検査は左右側それぞれの第一大臼歯部

について行ったが,瞭合力の評価については右側第一大

臼歯部を対象とし,噛める食品数等は習慣性姐噂側にお

ける債を対象とした｡この際,習慣性阻噂側はなしと答

えられた方は,岐合力の高い方を習慣性阻噂側としてカ

ウントした｡

1.第一大臼歯部の岐合構成

本研究における被検者の校合構成の様相を表 2に示

す｡

右側第一大臼歯における暖合構成の内訳を被検者総数

に対する相対値で表すと,両顎天然歯が40.2%,片顎義

歯･片顎天然歯が24.90/0,両顎義歯が34.9%であったO

習慣性阻噂側における校合構成の内訳も,右側におけ

る分布とほぼ同様の倍をとった｡

表2 第1大臼歯部の校合構成

人 (%)

校合構成】 右 側 習慣性岨噂側男性 女性 全体 男性 女性 全体

両顎天然歯 67(39.7) 62(40.8) 129帆 2) 70(41.4) 63(41.4) 133(41.4)

片顎義歯一片顎天然歯 44(26.0) 36(23.7) 80(24.9) 41(24.3) 32(21.1) 73(22.8)

両顎義歯 58(34.3) 54(35.5) 112(34.9) 58(34.3) 57(37.5) 115(35.8)

2.校合力

被検者の第一大臼歯部における暖合力を図2に示す0

両顎天然歯の場合,暖合力の平均は,男性47.9±24.5kgf,

女性31.8±19.3kgfを示し,これは20歳代の右側校合力に

比べると,男性ではほぼ同等の値を示し,女性では約

26%低い値であった｡

一方,片顎義歯 ･片顎天然歯,および両顎義歯の場合

には,15.2±12.3kgfから9.7±7.3kgfと,両顎天然歯の場

合に比べ有意に低い億を示した｡しかし片顎義歯の場合

と両顎義歯の間には,暖合力に有意な差はなかった｡

3.噛める食品の数

215

て分類した0

両顎天然歯の場合には.暖める食品数の平均は,男性

平均142±1.6品日,女性平均13.1±2.6品目を示した8 -

万,片顎義歯,両顎義歯の場合には11.9±2.7から10.2±

3.0品日と,両顎天然歯の場合に比べて有意に低い値を

示したQまた片顎義歯と両顎義歯の場合に,有意な差は

なかった (図3)O
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図2 第一大臼歯部における瞭合力

右側第一大臼歯部の暁合構成の違いにみられる暖合力

を表示した｡

雷 :76歳男性 海 :76歳女性

Scheffetest ～:p<0.01

男性:Kruskal-Wallistest p<0.0001

女性 :KruskaLWallistest P〈O.0001
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図3 噛める食品の数

習慣性阻噂側第一大臼歯部の唆合構成の違いにみられ

る噛める食品の数を表示した｡

I :76歳男性 輯 :76歳女性

SchefEetest書:p<0.01

男性:Kruskal-Wallistest p<0.0001

女性 :Kruskal-Wallistest p<0.0001

4.食品別の噛めると回答した人の割合

食品アンケ一日こ提示した食品15品目のうち,被検者 食品別に,噛めると回答した人の割合を図4に示すO

が ｢噛める｣と回答した食品数の平均値を図3に示す｡ 食品は,山本式総義歯阻噂能率判定表の分類順に並んで

通常食物を噛むのは習慣性岨噂側であると考え,唆合構 いる｡

成別の比較においては,習慣性岨噛側の校合構成によっ 分類3に属する,ごはん,マグロの刺身,うなぎの滞
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1両墳天然歯 四片顎義歯drf片顎天然歯 口雨顎義歯
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山本式総毛歯性能判定表における分類

図4 噛める人の割合 (食品別)

焼き,分類4のこんにゃく,ちくわ,分類5のらっきょ

うでは,義歯の有無にかかわらず,一棟に90%以上と高

い率で噛める人が存在していた｡

分類4のイカの刺身,分類 5のビフテキ ･フランスパ

ン,酢だこ,貝柱の干物,するめ,たくあんといった,

擦 り切るような岨噂を必要とする食物おいでは,噛める

と回答した割合は,両顎天然歯の場合には70-95%程度

の高い億を示したのに比べ,義歯を有する場合に20%以

上低い倍を示した｡

さらにまた,特に非常に硬いするめにおいては,両顎

天然歯が70%程度を示すのに対し,義歯を有する場合は

30%程度と低い値を示した｡これらの食品においては噛

める人の絶対数は少ないものの,片顎義歯の場合のほう

が,両顎義歯の場合に比べてやや高い割合で噛める傾向

を示した｡

一方,ピーナッツ,堅焼き煎餅などの破砕性の食品で

は,噛める割合は,前項の分類 5の食品群に対して,比

較的高い借を示した｡しかし両顎天然歯の場合のほうが,

義歯を有する場合に比べて20%程度高い億を示した｡ま

た,片顎義歯の場合にも,両顎義歯の場合と同程度の値

を示していた｡

Ⅳ.考察

1.研究目的について

高齢者の生きがいの1つには, ｢楽しく食べること｣
が挙げられている6)｡楽しく食べるためには歯の存在が

重要である｡しかし加齢とともに歯は欠損し,高齢者に

おいては岨噂機能の低下が見られる｡そこで阻噂機能の

回復を図るために,義歯の装着が必要とされる｡ 回復さ

れた阻噂機能がどの程度であるかを知ることは,われわ

れ歯科治療を行う者としては欠かせない情報 ･知識であ

る｡

阻噛機能の評価法としては,さまざまな方法があるが,

高齢者を対象とする本研究では,被検者の負担が少ない

簡便な暁合力測定法を選択した｡これは天然歯の暁合力

と比較することにより補綴物の評価 ･判定にも有効で

あったこ

2.実験方法について

1)被験者

高齢者は,加齢に伴ってさまざまな横能の低下が見ら

れ,口腔内において歯の喪失数が増加し,必然的に義歯

装着率は高くなる7)O高齢者の生きがいの1つに ｢楽し

く食べること｣が挙げられ,食事をする上でこれらの要

求を満たした安定した義歯が必要不可欠であるQ この様

なことから高齢者を研究対象とした｡

本研究は,活発な社会活動を送っている高齢者を対象

として,可撤性義歯の装着によって発揮される暖合力と,

実際に暖める食品との関連性を明らかにすることを目的

に,平成15年度厚生科学研究 ｢口腔保健と全身的な健康

状態の関係について｣4'に参加して頂いた新潟市在住76

歳の方を調査対象群とした｡これらの被検者は全身の健

康状態についても定期的な管理の下にあることから,阻

噂機能についての検査対象としては好都合といえよう｡

2)評価対象部位

本研究においては,評価の対象として第一大臼歯を選

択した｡第一大臼歯は,口腔内に取り込んだ食品を,ま

ず最初に噛み砕く場所であり8',阻噛機能の遂行上重要

な役割を果たしている.また下顎第一大臼歯には,最初

に萌出し平均寿命は53.1年Tfと,第二大臼歯についで短

いOこのことより喪失した第一大臼歯を補う補綴装置の

装着率は高いことから,本研究の目的に合致した部位と

考えられる｡

3.校合力について

1)最大岐合力

瞭合力は,様々な要素によって影響を受ける9)O 顎口

腔系の構成組織に限っても,岨噂筋の筋力と歯周組織の

影響を大きく受けている｡

本研究における76歳全体の平均瞭合力は76歳女性両顎

天然歯群に比べ,有意に低い倍を示した｡そこで第一大

臼歯の校合構成に注目すると,両顎天然歯の割合は20歳

代では100%であるのに対し,76歳の群では40.2%と低

い｡この点から,被検者全体としてみられた暁合力の年

齢差は,主に歯牙の喪失に起因していると考える｡

また一般に加齢に伴って筋力は低下し,70歳代の健康

人の筋力は20歳代の60-80%程度である10･ll)｡しかし本

研究での76歳の天然歯同士の校合支持をもつ群における

咲合力は,男性では20歳代の約98%,女性で約74%であ

り,男性の場合,瞭合力は20歳代と有意差はなかった｡

すなわち,男性においては,天然歯の校合支持があれば,

暁合力は加齢によっても握力や脚力ほど低下しない傾向
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にあると考えられる｡

加齢に伴って,身体活動性は低下し,関係する握力や

脚力などの筋力も低下していくのに対し,阻噂が生存に

必要不可欠であるために阻噂筋群は常に活動性が高いと

考えられるoそのため,暁合力は脚力や握力に比べて低

下しにくいと推測される｡

暖合力は精神的な影響を受けやすく,暖合力を連続し

て数回測定すると,測定値は順次上昇することが報告さ

れている1㌔ 今回の検査においては,暖合力の測定は1

回のみであったことから,特に精神的影響を受けやすい

と考えられる076歳女性において,20歳代よりも有意に

低い値が得られたと考えられよう｡

2)義歯の影響について

瞭合力を発揮する阻噂筋により群の活動は,歯根膜感

覚の影響を受け,生理的な歯根膜感覚人力では,岐合力

は増強される｡ したがって,歯牙と歯根膜を喪失した有

床義歯装着者においては,暁合力が有歯顕著に比べて低

い値を示す｡山崎ら13L.によれば,健全歯同士での暖合接

触に比べ,片顎義歯の場合には3分の1程度の暖合力し

か発揮できず,両顎義歯の場合はさらに少し低い倍を示

すことを報告している｡本研究においても,両顎天然歯

の場合に比べ,片顎義歯 ･両顎義歯の場合には低い値を

示し,山晴らの報告と合致する結果となったQ

すなわち,高い瞭合力を発揮するためには,片顎が天

然歯であってもその効果は殆んど認められず,上下顎が

天然歯同士の校合支持が必要であると言える｡

本研究では,天然歯を有するにも関わらず片顎義歯の

群の暖合力は,両顎義歯の群と有意な差がなかった｡こ

のことは,義歯を有する場合,暁合力に最も大きな影響

を与えるのは,筋力や歯根膜ではないということを示し

ているLl

佐々川141や深揮15-16)によれば,瞭合力は,片側欠損か

両側欠損かあるいは中間欠損か遊離端欠損かといった義

歯の形状,また床面積,維持装置の設計などの影響を受

けるという｡ 義歯の形状は,暁合力,ひいては摂取でき

る食品にも影響を与えると考えられるとすると,今後こ

の面でのさらなる追求の必要があると考える｡

また,通説として,片顎でも天然歯を有する方が良く

暖めると言われているが,これは本研究の結果とは相容

れない｡すなわち,食物が ｢噛める｣ということは,単
純に暖合力が発揮されることとは異なると言える｡そこ

で,｢噛める｣ということを,食物の種類から次項にお
いて考察した｡

4.噛める食品

1)食品の数について

天然歯同士は食品を噛む際に,生理的な歯根膜感覚入
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力により,暖合力が増強され,緩衝作剛 こより白麿がス

ムーズに行われ噛める食品数は高い割合を示したQまた

片顎義歯,両顎義歯の場合には,噛める食品数は低い億

を示した｡義歯装着による阻噛能力の低下と岨噛困難な

食品の回避に加え,不適合の義歯装着による不満や痛み

に対する恐怖による心理的な要因により噛める食品の減

少に繋がったのではないかと考えられる｡

これらの事より上下顎が天然歯同士の校合支持が重要

であり,安定した義歯の必要性が指摘される｡ 今後義歯

による心理的ストレスなどによる影響も考えていく必要

がある｡

2)食品の種類

義歯の有無に関わらず高い割合で噛めると回答された

食物は,ごはんに代表されるように,比較的柔らかく,

容易に暖断できる食物であった｡

一方,するめや酢だこのように,筋ぼった食物,擦 り

切るような阻噂運動を必要とする食物では,噛める割合

は義歯の有無に影響を受けており,両顎天然歯で最も高

く,義歯を有する場合は低く,また片顎義歯の場合は両

顎義歯に比べて高い傾向を示した (図4)｡

このことは,擦 り切るような阻噂運動においては,片

顎でも天然歯を有することが有利に働くことを示してい

る｡ これは,歯根膜の感覚が,暁合力の発揮だけではな

く,赦密な顎運動のコントロールに寄与しているためで

あろうO

さらにピーナッツなどの硬くでも破砕性の食物におい

ては,両顎天然歯の場合に噛める割合が高い傾向を示し

たが,片顎義歯と両顎義歯の間に違いは無かった(図4)0

以上のことから,両顎天然歯と義歯を有する場合の間

の機能的差異は,発揮できる暁合力と関連があり,また

片顎義歯と両顎義歯の間の機能的差異は敵密な顎運動の

可否と関連があると考えられる｡したがって,充実した

食生活を送るためには,片顎でも天然歯を有する方が望

ましいと言える｡

しかし,両顎義歯であっても図4に示すごとく分類3

のごほんに代表されるように,ある軟らかさをもつ主食

は十分摘足して阻噂ができている｡ また両顎義歯によっ

て噛みにくい分類 5の様な食品については,食事の前に

噛み易い大きさに切断 ･調理をしておけば,食事を楽し

むことはそれほど困柾ではない｡またこれらの食品は両

顎義歯装着の高率な高齢者にとっては,必ずしも噂好品

とはなっていないものも多い｡

この様に考えると,両顎義歯であっても十分に楽しい

食事を摂ることは可能であり,それによって高齢者の

ADLさらにはQOLが向上できている17'ことも明らかで

ある｡
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V.結論

第一大臼歯における,義歯の有無によって,瞭合力と

噛める食品がどのように異なっているかを調べたとこ

ろ,

1.校合力は,天然歯同士の校合支持がある場合に比べ,

片顎あるいは両顎が義歯の場合には,2分の1程度の

校合力しか発揮できないことが明らかとなった｡

2.噛める食品の数は,天然歯同士の暁合支持がある場

合に比べ,片顎あるいは両顎が義歯の場合には低い値

を示した｡

3.ごはんなど比較的柔らかい食品においては,上下顎

が義歯であっても,十分に噛むことが出来る｡しかし,

硬い食品になると,特に両顎義歯の場合に噛みにくく

なる傾向を示した｡

以上のことから,義歯によりADL･QOLの向上が得

られることは明らかであるが,さらに天然歯同士の校合

支持を保つことが,充実した食生活を送る上で重要であ

ると考えられる｡
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